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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電極組立体及び前記電極組立体を受容する筐体を含み、
　前記電極組立体は、
　第１電極集電体と前記第１電極集電体の一側から突出された第１電極タブを含む第１電
極板と、
　第２電極集電体と前記第２電極集電体の一側であって前記第１電極集電体の一側と同じ
側から突出された第２電極タブを含む第２電極板と、
　前記第１電極板と第２電極板の間に位置し、中心部と前記中心部の周辺である縁側部を
含む第１セパレーターと、
　前記第１セパレーターと向き合う面の反対側である、前記第１電極板または第２電極板
の一側に位置して、中心部と前記中心部の周辺である縁側部を含む第２セパレーターと、
を含み、
　前記第１セパレーターの縁側部と第２セパレーターの縁側部が互いに少なくとも接合部
にて接合し、
前記接合部は、前記第１電極板及び前記第２電極板のうち少なくとも一つと隣接し、
前記接合部は、前記第１セパレーター及び前記第２セパレーターのうち少なくとも一つと
前記第１電極板及び第２電極板のうち少なくとも一つを共に接合し、
　前記接合部は、超音波溶接、熱融着または接着剤によって形成され、
　前記接合部は、
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　前記第１セパレーター及び前記第２セパレーターのうち少なくとも一つの縁側部の上部
の縁側部に位置する少なくとも一つの第１接合部と、
　前記上部の縁側部の反対側である、前記第１セパレーター及び前記第２セパレーターの
うち少なくとも一つの縁側部の下側の縁側部に位置する少なくとも一つの第２接合部を含
み、
前記少なくとも一つの第１接合部は、
　各々が前記第１電極タブの幅方向に沿って両側に位置して前記第１電極集電体の上側と
前記第１電極タブの上部の縁側部と隣接する前記第１接合部の第１の対と、
　各々が前記第２電極タブの幅方向に沿って両側に位置して前記第２電極集電体の上側と
前記第２電極タブの下部の縁側部と隣接する前記第２接合部の第２の対を含み、
前記第１電極集電体と前記第２電極集電体は、板状で同じ大きさであり、
　前記第１セパレーター及び前記第２セパレーターのうち少なくとも一つは板状であって
、前記中心部は前記第１電極集電体及び前記第２電極集電体の大きさと対応する大きさを
有して、前記縁側部は前記第１電極集電体及び前記第２電極集電体より大きく、
　前記筐体は、パウチ形である
ことを特徴とする二次電池。
【請求項２】
　前記第１セパレーター及び前記第２セパレーターのうち少なくとも一つの中心部は、前
記第１電極集電体及び前記第２電極集電体のうち少なくとも一つと接合することを特徴と
する請求項１に記載の二次電池。
【請求項３】
　前記上部の縁側部は、前記第１電極集電体及び第２電極集電体のうち一方または両方に
隣接したことを特徴とする請求項１に記載の二次電池。
【請求項４】
　前記少なくとも一つの第１接合部は、第１電極タブ及び第２電極タブのうち少なくとも
一つの幅方向に沿って両側に位置する一対の第１接合部を含むことを特徴とする請求項１
に記載の二次電池。
【請求項５】
　前記少なくとも一つの第２接合部は、前記縁側部の下部の縁側部の中央に位置すること
を特徴とする請求項１に記載の二次電池。
【請求項６】
　前記少なくとも一つの第２接合部は、
　前記第１セパレーター及び前記第２セパレーターのうち少なくとも一つの縁側部の左側
の縁側部と右側の縁測部の各々が交差する下部の縁側部の両端に位置する一対の第２接合
部を含み、
　前記左側の縁側部と前記右側の縁測部は、互いに向かい合う側に位置して前記第１セパ
レーターと前記第２セパレーターのうち少なくとも一つの前記縁側部の前記上部の縁側部
及び前記下部の縁側部と接続されることを特徴とする請求項１に記載の二次電池。
【請求項７】
　前記筐体と前記第１電極タブ及び第２電極タブのうち少なくとも一つの間に配置される
絶縁フィルムをさらに含むことを特徴とする請求項１ないし６のいずれか１項に記載の二
次電池。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の一実施形態は、二次電池及びその製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　二次電池は、正極活物質がコーティングされた正極板、セパレーター、負極活物質がコ
ーティングされた負極板を巻取りするかまたは各々を順に積層されることで形成される電
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極組立体を筐体に格納して形成される。また、二次電池は、電極組立体を格納する筐体に
応じて円筒形、矩形、パウチ形などに構成することができる。
【０００３】
　正極板、負極板、セパレーターを積層して形成するスタック型電極組立体は、一定に積
層された正極板と負極板が振動や衝撃などによって動いて外れて位置合わせ（ａｌｉｇｎ
ｍｅｎｔ）が合わなくなる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明の一実施形態の目的は、外部からの衝撃や振動が電極組立体に加えても正極板及
び負極板の位置合わせを維持することができる二次電池及びその製造方法を提供すること
にある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　前記の課題を解決するために、本発明による二次電池は、電極組立体及び前記電極組立
体を受容する筐体を含み、前記電極組立体は、第１電極集電体と前記第１電極集電体の一
側から突出された第１電極タブを含む第１電極板と、第２電極集電体と前記第２電極集電
体の一側から突出された第２電極タブを含む第２電極板と、前記第１電極板と第２電極板
との間に位置し、中心部と前記中心部の周辺である縁側部を含む第１セパレーターと、前
記第１セパレーターと向き合う面の反対側である、前記第１電極板または第２電極板の一
側に位置して、中心部と前記中心部の周辺である縁側部を含む第２セパレーターと、を含
み、前記第１セパレーターの縁側部と第２セパレーターの縁側部の互いが少なくとも接合
部にて接続することを特徴とする。
【０００６】
　また、前記接合部は、前記第１電極板及び第２電極板のうち少なくとも一つと接するこ
とができ、前記接合部は、前記第１セパレータ及び第２セパレーターのうち少なくとも一
つと前記第１電極板及び第２電極板のうち少なくとも一つを共に固定することができる。
【０００７】
　また、前記第１セパレーター及び前記第２セパレーターのうち少なくとも一つの中心部
は、前記第１電極集電体及び前記第２電極集電体のうち少なくとも一つと接続することを
特徴とする二次電池であることができる。
【０００８】
　また、前記接合部は、前記第１セパレーター及び第２セパレーターのうち少なくとも一
つの縁側部の第１側部に位置する少なくとも一つの第１接合部と前記第１側部の反対側で
ある、前記第１セパレーター及び前記第２セパレーターのうち少なくとも一つの縁側部の
第２側部に位置する少なくとも一つの第２接合部を含む。また、前記第１側部は、前記第
１電極集電体及び第２電極集電体のうち一方または両方と隣接することができる。
【０００９】
　また、前記少なくとも一つの第１接合部は、第１電極タブ及び第２電極タブのうち一つ
の幅方向に沿って両側に位置する一対の第１接合部を含むことができ、また前記少なくと
も一つの第１接合部は、各々が第１電極タブの幅方向に沿って両側に位置して前記第１電
極集電体のサイドと前記第１電極タブの側部と接する第１接合部の第１の対と、各々が第
２電極タブの幅方向に沿って両側に位置して前記第２電極集電体のサイドと前記第２電極
タブの側部と接する第２接合部の第２の対を含むことができる。
【００１０】
　また、前記少なくとも一つの第２接合部は、前記縁側部の第２側部の中央に位置するこ
とができ、また前記少なくとも一つの第２接合部は、前記第１セパレーター及び前記第２
セパレーターのうち少なくとも一つの縁側部の第３側部と第４側部の各々が交差する第２
側部の両端に位置する一対の第２接合部を含み、前記第３側部と前記第４側部は、互いに
対向側に位置して前記第１セパレーターと前記第２セパレーターのうち少なくとも一つの
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前記縁側部の前記第１側部及び前記第２側部と接続することができる。
【００１１】
　また、前記接合部は、超音波溶接、熱融着または接着剤によって形成することができる
。
　また、前記第１電極集電体と前記第２電極集電体は、板状で同様な大きさであることが
でき、前記第１セパレーター及び前記第２セパレーターのうち少なくとも一つは板状であ
って、前記中心部は前記第１電極集電体及び前記第２電極集電体の大きさと対応する大き
さを有して、前記縁側部は前記第１電極集電体及び前記第２電極集電体と重なることはな
い。
【００１２】
　また、前記筐体は、パウチ形であることができる。
　また、前記筐体と前記第１電極タブ及び第２電極タブのうち少なくとも一つの間に配置
される絶縁フィルムをさらに含むことができる。
【００１３】
　上述の課題を解決するための本発明による二次電池の製造方法は、第１電極集電体と前
記第１電極集電体の一側から突出された第１電極タブを含む第１電極板準備ステップと、
第２電極集電体と前記第２電極集電体の一側から突出された第２電極タブを含む第２電極
板準備ステップと、中心部と前記中心部の周辺である縁側部を含む第１セパレーター準備
ステップと、中心部と前記中心部の周辺である縁側部を含む第２セパレーター準備ステッ
プと、前記第１セパレーターは、前記第１電極板及び第２電極板の間に位置して、前記第
２セパレーターは、前記第１セパレーターと向き合う面の反対側である、前記第１電極板
または前記第２電極板の一側に位置するよう前記第１電極板、第１セパレーター、第２電
極板及び第２セパレーターを積層するステップと、前記第１セパレーターの前記縁側部と
前記第２セパレーターの前記縁側部に位置し互いに接続する接合部準備ステップと、を含
むことを特徴とする。
【００１４】
　また、前記接合部準備ステップは、超音波溶接、熱溶着または接着剤によって形成する
ことができ、また前記接合部準備ステップは前記接合部が前記第１電極板及び前記第２電
極板のうち少なくとも一つに接続することを特徴とする二次電池の製造方法であることが
できる。
　また、前記接合部は複数の接合部を含めて、前記接合部準備ステップは前記第１セパレ
ーター及び前記第２セパレーターのうち少なくとも一つの前記縁側部の第１側部に位置し
た複数の接合部のうち少なくとも一つの第１接合部を準備するステップと前記第１側部の
向こう側である、前記第１セパレーター及び前記第２セパレーターのうち少なくとも一つ
の前記縁側部の第２側部に位置した複数の接合部のうち少なくとも一つの第２接合部を準
備するステップを含むことができる。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明の一実施形態による電極組立体及びこれを含む二次電池及びその製造方法はセパ
レーターに接合部を備えることで、外部から電極組立体に衝撃や振動が加えても正極板及
び負極板の位置合わせを維持し電池のセル安定性を高めることができ、また電池の寿命を
向上することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の一実施形態による二次電池の分解斜視図である。
【図２】図１に示す二次電池を構成する電極組立体の正面図である。
【図３】図２に示す電極組立体の分解斜視図である。
【図４】本発明の他の実施形態による二次電池を構成する電極組立体の正面図である。
【図５】本発明の一実施形態による二次電池の製造方法を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
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【００１７】
　以下、実施形態と添付された図面を介して本発明の二次電池及びその製造方法に対して
より具体的に説明する。
【実施例】
【００１８】
　まず、本発明の一実施形態による本発明の電極組立体及びこれを含む二次電池に対して
説明する。
　図１は本発明の一実施形態による二次電池の分解斜視図であり、図２は図１に示す二次
電池を構成する電極組立体の正面図であって、図３は図２に示す電極組立体の分解斜視図
である。
【００１９】
　図１～図３を参照すれば、本発明の一実施形態による二次電池１００は電極組立体１１
０と筐体１７０を含む。
　前記電極組立体１１０（例えば、積層型電極組立体）は、第１電極板（例えば、正極板
）１２０、第２電極板（例えば、負極板）１３０、セパレーター１４０、接合部１５０を
含む。また前記電極組立体は絶縁フィルム１６０をさらに含むことができる。
【００２０】
　前記第１電極板１２０は、略板状である第１電極集電体（例えば、正極集電体）１２１
の両面に第１電極活物質層１２２（例えば、正極活物質層）が塗布されることで形成され
る。前記第１電極集電体（例えば、正極集電体）１２１は、優れた伝導率を有するアルミ
箔（Ａｌｕｍｉｎｕｍ　ｆｏｉｌ）で形成することができる。前記第１電極板１２０は、
第１電極集電体１２１の一側の一部が突出された形態である第１電極タブ１２３を含めて
、第１電極集電体１２１のうち第１電極タブ１２３及び第１電極タブ１２３の下部の一定
部分を除いた部分には、リチウムを含む層状化合物と結合力を向上する結合剤、伝導性を
向上する導電剤でなる第１電極活物質層１２２が塗布される。
【００２１】
　前記第２電極板１３０は、第１電極集電体１２１と相応する略板状である第２電極集電
体１３１の両面に第２電極活物質層１３２が塗布され形成される。前記第２電極集電体１
３１は、優れた伝導率を有する銅箔（Ｃｏｐｐｅｒ　ｆｏｉｌ）で形成されることができ
る。前記第２電極板１３０は、第２電極集電体１３１の一側の一部分が突出された形態で
ある第２電極タブ１３３を含めて、第２電極集電体１３１のうち第２電極タブ１３３及び
第２電極タブ１３３の下部の一定部分を除いた部分には炭素を含有して一般的に多く採用
されるハードカーボン、または黒鉛、活物粒子の間の結合力を向上する結合剤でなる第２
電極活物質層１３２が塗布される。
　また、前記第２電極タブ１３３は、前記第１電極タブ１２３と離隔され配置される。
【００２２】
　前記セパレーター１４０は、第１電極板１２０及び／または第２電極板１３０と対応す
る板の形態で、一般的に、大きさは第１電極１１０及び／または第２電極板１２０より少
し大きく形成される。前記セパレーター１４０は、ポリエチレン（ＰＥ）、ポリプロピレ
ン（ＰＰ）またはこれらの複合フィルムを用いた多孔性膜でなることができる。
【００２３】
　前記セパレーター１４０は、第１電極板１２０と第２電極板１３０の間に介在され第１
電極板１２０と第２電極板１３０を電気的に絶縁し第１電極板１２０と第２電極板１３０
の電荷を通過させる。
【００２４】
　前記セパレーター１４０は、第１電極板１２０と第２電極板１３０の間に位置して、第
１電極板１２０及び／または第２電極板１３０と接続する領域である中心部１４２と第１
電極板１２０または第２電極板１３０と重なることない領域であって中心部１４２から概
則へ延長される縁側部１４４を含む。他には、前記セパレーター１４０（例えば、第１セ
パレーター）は、セパレーター１４０（例えば、第１セパレーター）と向き合う面の反対
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側である、第１電極板１２０または第２電極板１３０の一側に位置するほかのセパレータ
ー１４０（例えば、第２セパレーター）と隣接することができる。
【００２５】
　前記縁側１４４は、中心部１４２の上側に形成された上部の縁側部１４４ａ（第１側部
）、中心部１４２の下側に形成された下部の縁側部１４４ｂ（第２側部）、中心部１４２
の左右側の各々に形成された左側の縁側部１４４ｃ（第３側部）と右側の縁側部１４４ｄ
（第４側部）を含む。従って、前記縁側部１４４である上部、下部、左右側の縁側部（第
１側部～第４側部）１４４ａ、１４４ｂ、１４４ｃ、１４４ｄは、第１電極集電体及び第
２電極集電体のうち一方または両方と隣接する。
【００２６】
　前記接合部１５０は、第１接合部１５２と第２接合部１５４を含む。
　前記第１接合部１５２は、第１セパレーター１４０及び第２セパレーター１４０のうち
少なくとも一つの縁側部１４４のうちから第１電極タブ１２３と第２電極タブ１３３が位
置する上部の縁側部１４４ａ（第１側部）上に少なくとも一つ形成される。
【００２７】
　前記第１接合部１５２は、第１電極タブ１２３及び第２電極タブ１３３のうち一つの幅
方向に沿う一の両側に位置することができる。つまり、第１接合部は、一対として形成す
ることができる。
　例えば、前記第１接合部１５２は、第１電極タブ１２３の側部（例えば、両側部）に対
応する位置に形成されて（第１の対）、第２電極タブ１３３の側部（例えば、両側部）に
対応する位置に形成され（第２の対）、４個の（すなわち、二対の）第１接合部１５２が
形成される。
【００２８】
　また、前記第１接合部１５２は、第１電極タブ１２０及び第２電極タブ１３０各々の側
部（例えば、両側部）接するように形成される共に、第１電極板１２０及び／または第２
電極板１３０の上側（上方のサイド）と接するよう形成される。すなわち、前記第１接合
部１５２は、第１電極板１２０及び第２電極板１３０のうち少なくとも一つと接する。
【００２９】
　前記第２接合部１５４は、第１セパレーター１４０及び第２セパレーター１４０のうち
少なくとも一つの縁側部１４４うちから第１接合部１５２の反対側の領域である下部の縁
側部１４４ｂ（第２側部）上の中央にまたは中央の近くに少なくとも一つ形成される。
　また、前記第２接合部１５４は、第１電極板１２０及び／または第２電極板１３０の下
側（下方のサイド）と接するよう形成される。すなわち、前記第２接合部１５４は、第１
電極板１２０及び第２電極板１３０のうち少なくとも一つと接する。
【００３０】
　前記第１接合部１５２と第２接合部１５４各々には、積層された前記第１電極板１２０
、第２電極板１３０及びセパレーター１４０が超音波溶接によって密着固定される。
　しかし、第１接合部１５２と第２接合部１５４は、超音波溶接に本発明が限定されるも
のではなく、他の適切な溶接、熱融着または接着剤を用いて接合してもよい。
【００３１】
　上述のみならず、前記セパレーター１４０（例えば、第１セパレーター）と隣接したセ
パレーター（例えば、第２セパレーター）は、接合部１５０にて互いに接続される。従っ
て、前記接合部１５０は、積層された第１電極板１２０、第２電極板１３０及び隣接した
セパレーター１４０を固定させる。
【００３２】
　前記第１電極タブ１２３及び第２電極タブ１３３各々の両側が第１接合部１５２によっ
て固定されるため、外部からの振動や衝撃によって第１電極板１２０及び／または第２電
極板１３０が何れか一方に（例えば、左右に）動くことを防止する。また、前記第１電極
板１２０及び／または第２電極板１３０の上側が第１接合部１５２によって固定されるた
め、第１電極板１２０及び第２電極板１３０が上方に動くことを防止する。
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【００３３】
　また、前記第１電極板１２０及び第２電極板１３０の下側辺が第２接合部１５４によっ
て固定されるため、第１電極板１２０及び／または第２電極板１３０が外部からの振動や
衝撃によって下方に動くことを防止する。
　また、前記第２接合部１５４は、左右側の縁側部１４４ｃ、１４４ｄが交差する部分を
除いた下部の縁側部１４４ｂのうちいずれがの位置に形成しても良いが、より安定的に第
１電極板１２０と第２電極板１３０を固定するためには、下部の縁側部１４４ｂの中央部
分に形成することが好ましい。
【００３４】
　前記絶縁フィルム１６０は、後述される筐体１７０（例えば、パウチ形の筐体）との電
気的絶縁のために、積層された前記第１電極タブ１２３と第２電極タブ１３３の一部を囲
む形態である。
　前記筐体１７０は、本発明の一実施形態であって、パウチ形で形成されたものを説明す
る。しかし、前記筐体１７０をパウチ形の筐体に限定されるものではなく、円筒形または
矩形のカンまたは筐体で形成されてもよい。
【００３５】
　図１を参照すると、前記筐体１７０は、電極組立体１１０が安着されて、電解液を充填
することができるように内部空間が備えた本体１７２と、本体の一端から一体に延長され
て形成されたカバー１７４で構成されている。本体１７２の縁側にはフランジ１７６が形
成され、フランジ１７６は前記カバー１７４と接合されて本体１７２を密封する。
【００３６】
　上述のように、本発明の一実施形態による電極組立体１１０及びこれを含む二次電池１
００はセパレーター１４０上に接合部１５０を備えて溶接することで、外部からの衝撃や
振動が電極組立体１１０に加えても第１電極板１２０及び大電極板１３０の位置合わせを
維持し電池のセル安定性と寿命を向上することができる。
【００３７】
　次に、本発明の他の実施形態による電極組立体及びこれを含む二次電池に対して説明す
る。
　本発明の他の実施形態は、第２接合部を除いた他の構成要素は同様であるため同様な構
成要素に関してはその説明を略する。
　図４は、本発明の他の実施形態による二次電池を構成する電極組立体の正面図である。
【００３８】
　図４を参照すると、前記第２接合部２５４は、前記下部の縁側部１４４ｂと左右側の縁
側部１４４ｃ、１４４ｄが交差する領域に形成される。すなわち、前記第２接合部２５４
の一対が第１電極板１２０（図３参照）及び／または第２電極板１３０（図３参照）の両
側の下部辺の周辺部に形成されものの、好ましくは第１電極板１２０及び／または第２電
極板１３０の両側の下部辺と接するように形成される。
【００３９】
　前記第１電極板１２０、第２電極板１３０及びセパレーター１４０が積層され第１接合
部１５２と第２接合部２５４に接合が行われれば、第２接合部２５４によって第１電極板
１２０及び／または第２電極板１３０の左右及び下方への動きが防止される。
　次に、本発明の一実施形態による二次電池製造方法に対して説明する。
【００４０】
　図５は、本発明の一実施形態による二次電池の製造方法を示すフローチャートである。
　図１～図５を参照すると、本発明の一実施形態による動き防止の電極組立体及びこれを
含む二次電池の製造方法は、第１電極板及び第２電極板準備ステップＳ１、セパレーター
準備ステップＳ２、積層ステップＳ３、溶接ステップＳ４及び格納ステップＳ５を含むこ
とができる。しかし、上述の順に本発明が限定されるものではない。例えば、前記第１電
極板（例えば、正極板）及び第２電極板（例えば、負極板）準備ステップＳ１は、前記セ
パレーター準備ステップＳ２の後に行われてもよい。
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【００４１】
　前記第１電極板及び第２電極板準備ステップＳ１は、上から第１電極板１２０と第２電
極板１３０に対して上述したように第１電極集電体１２１、第１電極活物質層１２２及び
第１電極タブ１２３を含む第１電極板１２０と第２電極集電体１３１、第２電極活物質層
１３２及び第２電極タブ１３３を含む第２電極板１３０とを準備するステップである。
【００４２】
　前記セパレーター準備ステップＳ２は、第１電極板１２０及び／または第２電極板１３
０と重なる領域である中心部１４２と前記中心部１４２から外側へ延長される縁側部１４
４を含むセパレーター１４０を準備するステップである。すなわち、セパレーター準備ス
テップＳ２は、中心部と中心部１４２の周辺である縁側部１４４を含む第１セパレーター
準備ステップと第２セパレーター準備ステップである。
【００４３】
　前記セパレーター１４０は、前記縁側部１４４のうちから前記第１電極タブ１２３と第
２電極タブ１３３が位置する上部の縁側部１４４ａに形成される第１接合部１５２と上部
の縁側部１４４ａと反対側の領域である下部の縁側部１４４ｂに形成される第２接合部１
５４が備えられる。しかし、実質的にまだ接合部１５０が形成されない。
【００４４】
　前記積層ステップＳ３は、第１電極板及び第２電極板準備ステップＳ１とセパレーター
準備ステップＳ２をかけて備えられた第１電極板１２０、第２電極板１３０及びセパレー
ター１４０が積層されるステップである。すなわち、前記第１セパレーター１４０は第１
電極板１２０と第２電極板１３０の間に介在され、第２セパレーター１４０は第１セパレ
ーター１４０と向き合う面の反対側である、第１電極板１２０または第２電極板１３０の
一側に位置するよう第１電極板１２０、第１セパレーター１４０、第２電極板１３０及び
第２セパレーター１４０が積層されるステップである。また、前記セパレーター１４０は
、積層のために各の極板に対して（例えば、セパレーターの中心が各の極板の中心に合わ
せて）配列される。
【００４５】
　前記接合部準備ステップＳ４は、第１セパレーター１４０の縁側部１４４と第２セパレ
ーター１４０の縁側部１４４に位置し、互いに接続する接合部を準備するステップである
。
【００４６】
　また、前記接合部準備ステップＳ４は、第１セパレーター１４０及び第２セパレーター
１４０のうち少なくとも一つの縁側部１４４の第１側部１４４ａに位置する複数の接合部
のうち少なくても一つの第１接合部１５２を準備するステップと前記第１側部１４４ａの
向き合う側である、第１セパレーター１４０及び第２セパレーター１４０のうち少なくと
も一つの縁側部１４４の第２側部１４４ｂに位置した複数の接合部のうち少なくとも一つ
の第２接合部１５４を準備するステップとを含むことである。
【００４７】
　すなわち、前記接合部準備ステップＳ４は、第１接合部１５２と第２接合部１５４各々
を溶接（例えば、超音波溶接）、熱融着、または接着剤を用いて接合させ、接合部１５０
は、第１電極板１２０及び第２電極板１３０のうち少なくとも一つと接する。前記溶接は
、超音波溶接であってもよい。しかし、本発明がこのような超音波溶接に限定されるもの
ではない。
【００４８】
　前記格納ステップＳ５は、接合部準備ステップＳ４にかけて製造された電極組立体１１
０を筐体１７０に格納して、筐体１７０内部に電解液を充填させ密封するステップである
。
【００４９】
　本発明の実施形態は、実施形態らに限定されるものではなく本発明の技術的な要旨を外
さない範囲内で多様に修正または変更されて実施されることができることは、本発明が属
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する技術分野に置いて通常の知識を有する者に対しては自明であろう。
【符号の説明】
【００５０】
１００：二次電池
１１０：電極組立体
１２０：第１電極板
１３０：第２電極板
１４０：セパレーター
１５０：接合部

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図５】
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